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■
教
科
書
採
択
会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て

市
民
、
保
護
者
等
に
開
か
れ
た
会
議
に
！

文
科
省
は
「
教
科
書
採
択
に
係
る
教
育
委
員
会
の
会
議

を
行
う
に
際
し
て
は
、
静
ひ
つ
な
審
議
環
境
の
確
保

等
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
会
議
の
公
開
・
非
公
開
を
適
切

に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
傍
聴
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
確
に
定

め
る
な
ど
適
切
な
審
議
環
境
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
」
と
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
市
に
は
七
尾
市
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴

規
則
が
あ
り
静
ひ
つ
な
審
議
環
境
は
確
保
で
き
る
。
ま
た
、
そ

の
環
境
下
で
自
由
闊
達
な
議
論
が
で
き
る
方
々
が
教
育
委
員
と

な
っ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
教
科
書
採
択
会
議
で
は
傍
聴
を
認

め
、
市
民
、
保
護
者
等
に
開
か
れ
た
も
の
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

昨
年
の
９
月
会
議
以
降
、
採
択
ま
で
の
流
れ
や
会
議
録
、

教
科
書
採
択
に
関
す
る
情
報
公
開
等
の
内
容
の
精
査
に

加
え
、
ほ
か
の
市
町
に
お
け
る
教
育
委
員
会
会
議
の
公
開
・
非

公
開
等
の
状
況
確
認
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
公
開
・
非
公
開
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
各
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
が
俎
上
に
上
げ
て
考
え

て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
決
め
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
中
学
校
の
教
科
書
採
択
に
係
る
会
議
の
公

開
・
非
公
開
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
７
月
の
教
育
委
員
会
定

例
会
で
意
思
決
定
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

■
男
女
共
同
参
画
の
視
点
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
か
ら
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復

興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
を
！

災
害
時
の
避
難
行
動
で
は
、
女
性
の
視
点
と
意
思
決
定

の
場
へ
の
平
等
な
参
画
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
能

登
半
島
地
震
で
の
避
難
所
運
営
で
は
、
女
性
と
男
性
の
ニ
ー
ズ

の
違
い
な
ど
が
配
慮
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
た
。

ま
た
、
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
令
和
２
年
５
月
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
考
え

を
伺
う
。避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
整
合
性
を
含
め
、
今
回
の
災
害
対
応

時
に
あ
っ
た
課
題
な
ど
を
、
６
月
17
日
か
ら
開
始
し
た
七
尾
市

復
旧
・
復
興
推
進
本
部
会
議
で
検
証
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
検
証
後
に
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
が

実
施
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
を
活
用
し
、

全
町
会
３
名
程
度
の
防
災
士
資
格
の
取
得
を
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
た
い
。
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
お
い
て
は
、
地
域
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず
、
市
民
全
体
が
そ
の
視
点
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
政
講
座
な
ど
を
通
じ
て

そ
の
意
識
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
七
尾
市
職
員
に
つ
い
て 

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
を

保
つ
た
め
に
人
材
の
確
保
を
！

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
被
災
者
で
も
あ
る

市
職
員
が
、
様
々
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意

を
表
す
。
発
災
以
降
の
市
職
員
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
に
保
た
れ
て
い
く
た
め
に

も
、
人
材
の
確
保
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
3
月
ま
で
の
早

期
退
職
者
は
何
名
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
定
員
適
正
化
計
画

を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

地
震
発
生
以
降
、
過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る
時
間
外
勤
務

が
月
１
０
０
時
間
を
超
え
た
職
員
は
、
5
月
ま
で
に

延
べ
２
１
５
名
。
発
災
直
後
は
１
０
０
時
間
を
超
え
た
職
員
が

非
常
に
多
く
、
産
業
医
に
よ
る
面
接
指
導
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
5
月
分
以
降
は
対
象
職
員
全
員
に
行
う
。
介
護
や

子
育
て
な
ど
様
々
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
部
署
を
横
断
し
て
応
援
体
制
を
構

築
す
る
な
ど
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
特
定
の
部
署
や
職
員
に

業
務
が
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
己
都
合
に
よ
る
早
期
退
職
者
は
3
月
ま
で
で
15
名

お
り
、
そ
の
原
因
は
様
々
で
あ
る
。
早
期
退
職
者
を
2
名
と
想

定
す
る
定
員
適
正
化
計
画
の
変
更
は
行
わ
ず
、
採
用
に
よ
り
調

整
を
行
う
。
民
間
と
の
競
合
が
激
し
い
建
築
技
師
の
確
保
た
め
、

再
募
集
や
試
験
日
の
前
倒
し
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

山添 和良 議員
（市民クラブ）

江曽 ゆかり 議員
（無会派）


